
--

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
(が
れ
き
)の
広
域
処
理
受
け
入
れ

決
定
ま
で
の
経
過
と
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

■
は
じ
め
に

こ
の
た
び
の
東
ロ

本
大
震
災
に
よ
り
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物

の
広
域
処
理
に
つ
い

て
は
、
新
聞
報
道
等
が

先
行
し
て
し
ま
う
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
関
係
す
る

方
々
に
大
変
心
配
を

お
か
げ
し
、
不
安
を
抱

か
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
の
後
は
、
組
合
議

会
や
町
村
議
会
へ
の

説
明
、
3
町
村
計
即
回

を
数
え
た
住
民
説
明

会
を
行
い
、
安
全
性
へ

の
疑
問
な
ど
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら

も
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
安
全
･
安
心
を
第

一
と
す
る
こ
と
で
、
少

し
ず

つ
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
安
全
性
の
確

認
に
つ
い
て
は
、
被
災

地
か
ら
持
ち
帰
っ
た

検
体
の
分
析
検
査
、
試

験
焼
却
の
実
施
と
そ

れ
に
対
す
る
厳
正
な

る
調
査
に
よ
り
、
十
分

な
安
全
性
が
確
保
で

き
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、

災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
決
定

し
、
具
体
的
な
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
先
だ
ち
こ
の

場
で
今
ま
で
の
経
過

と
安
全
性
に
つ
い
て
、

皆
さ
ま
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
け
入
れ
ら
れ
る

量
は
、
被
災
地
の
災
害

廃
棄
物
全
体
か
ら
見

れ
ば
、
ご
く
わ
ず
か
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

困

っ
て
い
る
人
が
い

れ
ば
助
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
と
、
被
災
地

の
人
に

『が
ん
ば
れ
』

と
応
援
す
る
気
持
ち

か
ら
、
受
け
入
れ
を
決

定
し
ま
し
た
。
ど
う
か

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

‐〆{

■
こ
れ
ま
で
の
経
緯

･
1
月
雑
ロ

受
け
入
れ
を
前
提
に
3
町
村
が
協
議
を
開
始
す
る
こ

と
で
基
本
合
意

(災
害
廃
棄
物
の
安
全
性
及
び
住
民
理
解
が
絶
対

条
件
)

.
1
月
25
日

協
議
開
始
を
記
者
発
表

(吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

会
議
室
)

･
1
月
31
日
~
2
月
20
日

各
町
村
議
会
、
組
合
議
会
で
経
過
説
明

･
2
月
29
日
5
3
月
1
日

職
員
に
よ
る
被
災
地
の
現
地
視
察

(検

体
を
持
ち
帰
り
、
組
合
お
よ
び
県
が
分
析
検
査
を
実
施
↓
安
全
性

を
確
認
)

･
3
月
7
日

組
合
議
会
へ
検
体
の
安
全
性
報
告
、
住
民
説
明
会
の

開
催
を
決
め
る

･
3
月
13
日
~
4
月
6
日

住
民
説
明
会
開
催

(3
町
村
郎
地
区
20

同
開
催
…
計
9
8
7
人
が
参
加
)

･
3
月
17
日

細
野
環
境
大
臣
を
迎
え
た

｢東
日
本
大
震
災
災
害
廃

棄
物
に
関
す
る
安
全
調
査
結
果
お
よ
び
今
後
の
方
針
説
明
会
｣
開

催

(議
会
議
員
、行
政
区
長
、団
体
等
の
長
な
ど
2
4
8
人
が
参
加
)

･
3
月
17
日

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
地
元
区
長
、
副
区
長
現
地

視
察

･
3
月
隧
日

3
町
村
長
お
よ
び
町
村
議
会
議
長
現
地
視
察

･
3
月
視
日

組
合
議
会
で
試
験
焼
却
を
住
民
参
加
で
実
施
を
発
表

･
4
月
4
目

衛
生
セ
ン
タ
ー
地
元
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
71
%
が
賛

成
と
判
明
。

･
4
月
ゆ
日
~
12
□

試
験
焼
却
実
施

(住
民
参
加
に
よ
る
空
間
線

量
測
定
)

.
4
月
幹
ロ

焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
搬
入

(住
民
参
加
に
よ
る
空

間
線
量
測
定
)

･
4
月
16
日

3
町
村
長
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に
関
す
る

最
終
協
議

･
4
月
17
月

受
け
入
れ
決
定
記
者
発
表

(吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ

ー
会
議
室
)

-‐〆
＼

現地での災害廃棄物の様子

　
　--
･こ

焼
却
灰
を
う

ク
で
輸
送

↑

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

炎埋
め
立
て
》

(中
之
条
町
大
字
横
尾
地
内
)

炎焼
却
》

監
視

脇
総

■
質
問
と
答
え

--

--“-
----------------------------------

-

　

■
試
験
焼
却
の
結
果

左
記
の
と
お
り
、
国
の
安
全
基
準
を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
(詳
細
は
吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
J

　　ー耐

ヨ性
性
性

破

射
射
射

物

　
　
　※ 10 0ベクレル / kg 以下とされています。
試験焼却時の焼却灰等の放射性物質濃度測定結果
(宮古市藤原地区の災害廃棄物を4月10日~ 12日に焼却)

3 日間計約15トンの災害廃棄物を一般ごみ
とともに試験焼却 (12 % 混入して焼却)

↓
･ T号炉焼却灰4 3 3ベクレル/kg
･ 2 号炉焼却灰5 13ベクレル/kg
.ばいじん (飛灰)2 ,5 3 6ベクレル/kg
(放射性セシウム134と13 7の合計値を3

日間で平均した数値)

※埋め立て作業員、周辺住民共に安全が確保される国の
埋め立て基準は8 ,0 0 0ベクレル / kg 以下です。

廃棄物を安全に再利用できるとされる国の基準は

故射性セシウム134→名家呪う/短以下)
放射性セシウム13 7

■
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
の
流
れ
と
監
視
体
制

宮
古
市

会災
害
廃
棄
物
の
選
別
.
破
砕
》

て
質

【搬出時】、【受け入れ時】、【埋め立て
割 それぞれの段階で、放射性物質
濃度と空間線量率等を測定します。
また焼却中の排ガス測定、埋め立て
後の処理水 ･地下水の検査も実施し
ていきます。
･･･細 士 、、ノ･一ムページで公表します。

宮古市の災害廃棄物放射性物質測定結果
(2 月29日の職員現地視察で持ち帰った検体による検査)

　　　
　　
　
　

J
R
貨
物
で
輸
送

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

可
燃
ご
み
処
理
施
設

中̂
之
条
町
大
字
中
之
条
町
地
内
)

この度は、 災害廃棄物の広域処理におきまして、当市の
災害廃

棄物を受け入れていただき深く感謝申し上げます。
災害廃棄物の処理につきましては、 可能な限り自分たちで処理したいと考

えております

が、 発生した量があまりにも膨大なため、
全てを自前で処理することは困難な状態でござ

います。
放射能の風評により広域処理が停滞する中、 吾妻東部衛生組合様において災害廃棄物の

鬘 魁 簸 朧 げ 群
燃、たことは･被災者のみならず宮古市民並びに宮古広域の住民が

全国各地からお寄せいただいた多くの励ましや救援物資、 ご協力に支えられ、 市民一丸

となって復旧 ･復興を進めております。
復興までには長い道のりとなりますが、 この御恩を励みに復興への更な

る一歩を踏み出

し邁進してまいりますので、 今後ともお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。

宮古市長 山 本 正 徳

◆ 平成24年6月 1日

翁

ぞ
眉
中
水
す
は

れ
空
却
理
ま
環

そ
と
焼
処
き
難

】
度
た
の
い
賤

時
濃
ま
後
て
刈

Q

な
ぜ
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
か
?

A

東
日
本
大
震
災
で
発
午
し
た
災
害

廃
棄
物
は
、
2
千
万
ト
ン
を
超
え
て
い

る
た
め
、
被
災
地
だ
け
で
処
理
す
る
と

場
所
と
時
間
が
か
か
り
、
早
期
復
興
の

妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

広報 で込、

Q

災
害
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
、
放
射

性
物
質
が
飛
散
し
な
い
の
で
す
か
?

A

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
は
じ
め
、
国

の
処
理
方
針
に
適
合
し
た
排
ガ
ス
処
理

施
設
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
大
丈
夫

で
す
。

Q

焼
却
灰
を
埋
め
立
て
て
も
大
丈
夫

な
の
で
す
か
?

A

最
終
処
分
場
は
、
は
じ
め
か
ら
雨

水
を
始
め
と
し
た
浸
出
水
が
漏
れ
出
さ

な
い
よ
う
作
ら
れ
、
厳
し
く
監
理
さ
れ

て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
す
。

ま
た
埋
め
立
て
可
能
な
基
準
値
は
8

千
ベ
ク
レ
ル
/
鱈
で
す
が
、
こ
れ
は
埋

め
立
て
作
業
を
す
る
作
業
員
の
安
全
基

準
で
す
。

一
般
に
は
立
ち
入
り
で
き
な

い
場
所
で
す
の
で
、
住
民
の
安
全
た
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4月10日の試験焼却初日の
様子。 報道陣に囲まれなが
ら、住民による測定が行わ
れました。

◆

　 　　　
一般廃棄物最終処分場 (内部)
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吾妻東部衛生施設組合(吾妻東部衛生センタ- )
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※災害廃棄物受け入れに関する相談窓口を

開設しています。　
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農業集落排水･市町村設置型合併浄化槽への
早期のつなぎ込みのお願い

高山村では、水環境基盤の整備と公衆衛生の向上を
目的に浄化槽整備および、 農業集落排水施設へのつな
ぎ込みの推進を行っております。農業集落排水処理区
域内において、 まだ接続をされていない方は、 早期の

つなぎ込みのご検討をお願いいたします。 併せて、 浄

化槽市町村整備推進事業で設置を行った浄化槽で未接

続の方についても、 早期に接続してくださいますよう

お願いいたします。

お問い合わせ先 高山村役場 農政課 と下水道係
管6 3‐2 1 1 1 (内線5 1)

○受給資格
18歳に達する日以降の最初の 3 月3 1ロまでの間にあ

る児童のうち、 次のいずれかにあてはまる児童を監護

している父又は母、 若しくは父又は母に代わってその

児童を養台している場合に支給されます。いずれも国
籍は問いません。
① 父母が婚姻を解消した児童
② 父又は母が死亡した児童
③ 父又は母が重度の障害の状態にある児童
④ その他

○次の場合手当が支給されません
- -I-

① 日本国内に住所を有しない場合
② 父又は母の死亡について支給される公的年金給
付を受け取ることができる場合 (※ただし、 その

全額につき支給が停止されている場合は除きます)

③ その他
轤還氾凪圏IEエエ出国..Fir亞圀囮
① 日本国内に住所を有しない場合
② 公約年金給付 (老齢福祉年金以外) を受けるこ
とができる場合
※児童が公的年金給付の加算対象になっていない
場合でも支給対象外となります。
ただし、 その全額につき支給が停止されている

場合は除きます。
③ 平成15年4 月 1日までに、 手当の支給要件に該
当してから5 年を経過している場合 (父を除く)

○手当額
児童が 1人の場合 支給額…4 1,4 3 0円

(平成24年4月分から)

児童が2 人の場合 支給額…4 6 ,4 3 0円

(2人目が5,000円の加算)

児童が3 人以上の場合 1 人につき3 ,0 0 0 lIJ加算

※所得額に応じて全部支給、一部支給、 支給停止とな

ります。
○手当ての支払
手当は認定を受けると、認定請求をした月の翌月か
ら支給され、 4 月、 8 月、 12月の年 3 同、 支払月の前

月までの分が、 受給者が指定した金融機関のu 座に振

り込まれます。
("U : 4 月期には12月、 1 月、 2 月、 3 月の 4 カ月分

が支給されます。)
○平成20年4 月からの支給制限について
平成20年4月から、 手当受給から5 年以上経過した
者等 (養育者を除く) について、 手当額の 2 分の 1 が

一部支給停止 (減額)されることとなりました。ただし、
次の適用除外事由に該当し届出を行った場合、 一部支
給停止 (減額) とはなりません。
① 就業している場合や求職活動その他自立を図る
ための活動を行っている場合

② 一定の障害状態にある場合
③ 負傷 ･疾病等により就業困難な場合
④ 児童または親族の介護のため、就業困難な場合

　　　　　　　 　

m m ;Iim に忙 中‐Jn
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後期高齢者医療制度について
○保険証
後期高齢者医療に加入されている人の保険証の有効期
限は 7 月3 1ロ (火) までとなっていますので、 8 月か

ら使用する保険証は7月末に郵送します。また、新たに
75歳になる人は誕生日から後期高齢者医療に加入とな
りますので、誕生日の2週間前に保険証を郵送します。
保険証には、自己負担割合 (1割、または現役簿み所得
の人は3割)が記載されています。診察を受けるときは、
医療機関の窓口に必ず提示してください。
○高額療養費
ひと月の医療費が高額になった場合には、自己負担限
度額を超えた分が高額療養費として支給されます。初め
て高額療養該当になったときは、群馬県後期高齢者医療
広域連合より高額療養費支給申請書が郵送されますので、
必要事項を記入して住民課へ提出してください。
○減額認定証
診察を受けるときの自己負担限度額は、所得によって
異なります。住民税課税世帯の人は、医療機関の窓臼へ
保険証のみを提示することで、同一医療機関での負担が
自己負担限度額までとなります。また、住民税非課税世
帯の人は、申請により ｢限度額適用 ･標準負担額減額認
定証｣ が交付されます。この認定証を保険証と一緒に医
療機関の窓口に提示すると、同一医療機関での負担や食
事代が所得に応じた自己負担限度額 ･標準負担額までと
なります。
○人間ドック補助金
4 月 1-日から来年の 1月末日まで、 人間ドックの補助
金 (2 0 ,0 00円) が受けられます。 ドック受診後、 住民

課窓口にて中請してください。
必要なもの 通帳、 印かん、 領収書、 ドック結果票

なお、村の健診を受けられる方は、人間ドックの補助
金は受けられませんのでご注意ください。

◇ 平成24年6月 旧

○保険料
今年度の後期高齢者医療の保険料率は、昨年度より上
昇しました。
所得割率 8 .4 8 %
均等割額 4 2 ,70 0円
※年間保険料は、 均等割額+ (総所得- 33万円) ×所
得割率で計算し、 上限は55万円です。所得が少ない
人の軽減措置の割合は昨年度と変わりません。被用者
保険の被扶養者であった人の軽減は、 2年間の期限が
なくなり3年目以降も軽減されます。
0 4 月から仮徴収を開始
今年2月の保険料が年金から大引きされた人は、その
額と同額が8月まで年金から仮徴収されます。
そのほかの人は本算定 (7月) での今年度の保険料が
確定後、 7月より納付していただき年金から仮徴収され
ていた人は納めた額の残りをその後の納期で納付してく
ださい。
○年金天引きから口座振替に変更できます
保険料が年金から天引きされている人は、申請により
口座振替に変更できます。ただし、 u 座振替で滞納した
場合、 年金からの天引きに戻ることがあります。
必要なもの 通帳、 印かん
○交通事故にあったとき
交通事故などによって、けがや病気をして後期高齢者
医療で治療を受けるときは、必ず住民課窓n へ届け出ま
しょう。交通事故などの医療費は、原則として加害者が
過失に応じて負担すべきものです。 届け出をしていただ

くことで、後期高齢者医療が一時的に医療費を立て替え、
あとで加害者に請求することができます。

お問い合わせ 役場住民課 管6 3‐2 1 11 (内線63 )

0 受給資格
手当を受けることができる人は、 身体や精神に該当

する障害のある児童を監護する父もしくは母 (主に所
得の多い人) または父母にかわって児童を養育してい

る人です。
○次の場合手当が支給されません

① 父母 ･養育者及び児童が日本国内に住所を有し
ない場合

② 児童が障害を事由とする年金を受けることがで
きる場合

③ 児童福祉法により児童福祉施設等 (通所施設除

く) に入所している場合

0 手当額
1級 支給額…50 ,4 0 0円 (平成2 4年 4 月分から)
2 級 支給額…3 3 ,5 7 0円 (平成2 4 年 4 月分から)

○手当ての支払
手当は認定を受けると、 認定請求をした月の翌月か
ら支給され、 4 月、 8 月、 = 月の年 3 回、 支払月の

前月 (11月は当月) までの分が、 受給者が指定した
金融機関のu 座に振り込まれます。
(例 : 4 月期には 12月、 1月、 2 月、 3 月の 4 カ月分

が支給されます。)

児童扶養手当のご案内

広報藝沁やま令

-- --

特別児童扶養手当のご案内



: 年時から2時まで『校長室開放』を実施していますの
っ 一 o

で、お気軽にお出かけください。
みなさん、ぜひ足を運んでください。

給食を食べながら 考えましょう 語り合いましょす＼、~＼~＼

　　　
　子どもたちの食と健康を ! 学校と家庭そして地域で !

時 平成24年6 月2 8日 (木) 予定献立
12時から↑時

.ご飯 .牛乳 .カレイの甘
所 高山小学校 1階 会議室 .梅おかか和え 。厚揚げの妙
用 26 0円 (当日集金します) . ももゼリ -
み 高山小学校 教頭 (小倉)まで

梅おかか和え ･厚揚げの妙め煮
もゼリー

.･･.･･.･･.･･.･･.･I.･･.･･.･･.･1.･･1.◆‐.･･.･

飯
お
も

ご
梅
も

今回の試食会のメニューは、 メイ

ンにはカレイの麿揚げに甘酸っぱい
あんをかけたカレイの甘酢あんかけ。
副菜には野菜を梅とおかかと醤油で
和えた梅おかか和え、厚揚げと野菜

を妙め、調味料で煮詰めた厚揚げの
妙め煮にしました。デザートは国産

のももを使っているももゼリ一です。
みなさん、ぜひ足を運んでください。

電話 (63‐200 1)でお申し込みください。
6 月2↑日 (木) まで
※先着20名とさせていただきます。

、

り
な

し

わ
に

盡

o
代

と

す
と

こ

ま

く
※事前に食材の準備をする都合上、欠席すると代わり

の方の出席をお願いするか代金をいただくことにな

りますがよろしくお願い致します。
--‐‐ .こ

｢
職臨-.-. F

でふま

優良自動車運転者表彰
吾妻交通安全協会高山支部では、優良自動車運転者表彰の募集を行います。
表彰の種類
○旭日金冠章…運転免許を有し4 0年以上自動車 (原動機付自転車を含む) の運転に従事し、 その間交通事故 ･

交通違反のない方で、 既に金冠金堂を受けている方です。
○金冠金章……運転免許を有し30年以上自動車 (原動機付自転車を含む) の運転に従事し、 その間交通事故 ･

交通違反のない方で、 既に金冠銀章を受けている方です。

○金冠銀章……運転免許を有し20年以た自動車 (原動機付自転車を含む) の運転に従事し、 その間交通事故 ･

交通違反のない方で、 既に金章を受けている方です。

○金章…………運転免許を有し15年以上自動車 (原動機付自転車を含む) の運転に従事し、 その間交通事故 ･

交通違反のない方で、 既に銀章又は昭和55年以前に銀章と同等の表彰を受けている方です。
○銀章…………運転免許を有し10年以た自動車 (原動機付自転車を含む) の運転に従事し、 その間交通事故 ･

交通違反のない方で、 既に銅章を受けている方です。 また、 過去に同種の県表彰を受けていない

方です。
○鋼章…………運転免許を有し5年以上自動車 (原動機付自転半を含む) の運転に従事し~ その間交通事故 ･交

通違反のない方で、過去に地区表彰 (銅貨) を受けていない方です。
なお、 いずれの表彰も地区交通安全協会の会員であることが必要です。また、 交通法令以外の法令違反のある

車

区
会

続
安

釦
ま

動
地

の

0
手

通

o
安
斜

草
癖
章

｣

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

上
去
協
ま
中
妻

ま

ま

--

･安全協会会員証

証明書申請費用は吾妻交通安全協会が負担します。また、 表彰該当者は秋の全国交通安全運動

表彰式で表彰を行います。

場合、表彰から除外されることがあります。
表彰に該当する方は役場総務課にて中話手続きをお願いします。
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無
わ
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用
み
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食
出
が
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し

め

箙
ゆ
す
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※
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･
表

に

故

に

必

間

章

お

、
彰
事

中

に
期

銅

な
合
表
無

間
彰
集

0

場

期
表
芸
表彰に必要なもの
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◎
◎
◎
◎
屡
翻
爛
が學

高
山
村

高
山
村

高
山
村
ガ
イ
ド

村ン　
ボ
ラ
ン
ー
イ
ア
仲
間

ふ
る
さ
と
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間

募
集
中
D

,
花
火
大
会
協
賛
金
に

金
に
加
入
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
、
任
意
で
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

■
民
年
金
保
滕

納
付
期
』

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
5

現
在
、
高
山
村
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
一
緒
に
高
山
村
に

つ
い
て
学
び
、
ガ
イ
ド
と
し
て
活

動
す
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。
月

1
回
の
組
織
内
研
修
で
は
高
山
か

る
た
に
あ
る
史
跡
名
所
、
村
の
歴

史
や
文
化
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
高
山
村
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
☆

ま
た
活
動
の
様
子
は

｢お
ら
ぁ

元
気
だ
ぜ
｣
内
の
ブ
ロ
グ
を
ご
覧

下
さ
い
。

高
山
村
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

プ
ロ
グ

　
　　　
　　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　

]=｣囚
①ロー｣□
＼

｢高
山
村
ふ
る
さ
と
祭
り
｣
は
、

お
盆
に
ふ
る
さ
と
の
高
山
村
に
帰

っ
て
来
ら
れ
る
ご
家
族
や
お
友
達
、

村
民
皆
様
に
夏
の
風
物
詩
と
し
て

親
し
ま
れ
、
今
夏
で
鉈
回
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
お
子
さ
ん
の
誕

生
や
、
成
長
の
お
祝
い
、
金

･
銀
婚

式
や
ご
長
寿
の
お
祝
い
等
の
記
念
に

花
火
大
会
に
ご
協
賛
戴
け
れ
ば
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
賛
戴
い
た
方
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
氏
名

･
コ
メ
ン
ト
を
掲
載

し
、
花
火
打
ち
上
げ
の
際
に
場
内

放
送
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

ご
協
賛
戴
け
る
場
合
に
は
、

一

口
5
千
円
よ
り
受
付
致
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
役
場
地
域
振
興
課

へ
ご
連
絡
を
戴
け
れ
ば
、
こ
ち
ら

か
ら
お
伺
い
致
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
?国
民
年
金
の
｢第
1
号
被
保
険
者

(農
業
や
自

営
業
者
、
学
牛
な
ど
)｣
は
、
月
額
ー
4
,
9
8

0
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し

ま
う
と
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た

り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば

か
り
か
、
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

①
卸
歳
か
ら
稀
歳
末
満
の
人
で
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

(保
険
料
納
付
済

期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期

間
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
を
合
計
し
て
25

年
以
上
)
を
満
た
さ
な
い
人
や
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

②
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を

満
た
さ
な
い
人

(刃
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を

満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。)

①
及
び
②
に
つ
い
て
、
加
入
の
手
続
き
先
は
、
市

役
所
･
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
す
。

③
海
外
に
住
ん
で
い
る
幻
歳
以
上
錦
歳
末
満
の
日

本
人ロ
本
国
内
に
親
族
な
ど
が
住
ん
で
い
る
場
合

は
、そ
の
人
に
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、協
力

者
を
通
じ
て
、最
後
に
在
住
し
て
い
た
市
役
所
･

町
村
役
場
の
窓
u
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

日
本
国
内
に
協
力
者
が
い
な
い
場
合
は
、
次

の
窓
u
で
本
人
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

1
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
転
居
す
る
場
合
は
、
住

所
地
の
市
役
所
･
呵
村
役
場
。

2
、
既
に
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
日

本
国
内
の
最
後
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
年

金
事
務
所
。

3
、
本
人
が
日
本
国
内
に
在
所
を
有
し
た
こ
と

が
な
い
場
合
は
、
千
代
田
年
金
事
務
所
。

う
。

は
や
わ
り

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
の
｢早
割
｣
が

お
得
で
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
u
座
振
替
の
指
定
n
を
納
付
期
限
よ
り

1
カ
月
早
め
る
こ
と
で
、
1
カ
月
当
た
り
の
保
険

料
が
即
円
割
引
に
な
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
一
度

手
続
き
を
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
毎
月
の
保
険
料
が

指
定
の
預
貯
金
n
座
か
ら
定
期
的
に
弓
き
落
と
さ

れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の

｢早
割
｣
制
度
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①

預
貯
金
通
帳
、
②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
③
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

(年
金
手
帳
、
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
な
ど
)を
持
参
の
う
え
、金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
叩
し
山
く
だ
さ
い
。

【お
問
い
合
わ
せ
】

高
山
村
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
務
局

役
場
地
域
振
興
課

小
林

台
0
2
7
9
･
2
6
･
7
9
4
5

-
-

轍
な

き
"
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◎
花
火
協
賛
金
の
お
申
し
込
み

高
山
村
役
場

地
域
振
興
課
ま
で

管
6
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･
2
1
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〆
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7
月
13
日
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冊

仲間募集中 D

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
彰

く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

･渋
川
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

(咎
0
2
7

9
･
2
2
･
1
6
0
7
)

◆ 平成24年6 即 日
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-
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日
本
に
住
ん
で
い
る
幻
歳
以
上
印
歳
末
満
の
人

は
、
国
籍
や
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国
民
年

--

学校給食を食べてみませんか
給食を食べながら 考えましよう 語り合いましよう
子どもたちの食と健康を ! 学校と家庭そして地域で !

広報熱あやま◆



｢お
ら
が
村
｣
の
高
山
か
る
た
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
判
形
コ
ー
ス

日

程

6
月
18
日
(月
)

　
　B

間

10
時

集
合
場
所

な
ご
み
駐
車
場

内

容

な
ご
み
駐
中
場
↓
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ

･
高
山
か
る
た

｢く
｣

*
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
昼
食

｢食
事
の
食
べ
方

を
考
え
よ
う
｣

選
択
メ
ニ
ュ
ー

①
白
身
魚
の
古
ネ
ギ
衣
揚
げ
他

②
豚
肉
の
生
姜
焼
き
他

↓
高
川
か
る
た

｢れ
｣
｢い
｣
↓
な
ご
み
駐
車
場

対

象

村
民
の
方

参

加

費

5
0
0
円

締
め
切
り

6
月
13
日

(水
)

選
択
メ
ニ
ュ
ー
①
ま
た
は
②
を
選
ん
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

○
本
宿
コ
ー
ス

日

程

7
月
9
日

(月
)

土
寸B

間

10
時

集
合
場
所

本
宿
公
民
館
駐
車
場

豊
三
“
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イ

月
と

　　

　

　
　

　
　

　

　

　

　　

　

　
　

　

　

　
　
　　
　

　

　
　
　

鞠
叫
県
ク
チ
ー
鰊
総

チャレンジ期間つ 平成24年 8月 1ロ (水)

高齢者も養わ槽隔易者ヲ2⑨ロ2
……二,三流燿認菖薄霧弩曙F 富藍‐“熱海達幅す…‐-… 参加者募集中ノ

う

毒せ

象

.

わ

対

費
合

加

加
い

参

参
問

　
　　　
　
　
　
　

減

↓
昼
食

*
扇
屋
食
堂
で
昼
食

｢自
分
に
あ
っ
た
ご
飯
の

量
を
選
び
ま
し
ょ
う
｣

~ 教室参加者募集
対

象

村
民
の
方

参
加
費

5
0
0
円

霊招
ぜ

%
稀
狙
ヂ
を

　　　　　　
　

　　
　
　

高齢者しあわせドライブ20 12とは…65歳以上の方
1人以上含む3 人一組で期間中、安全運転の励行に
り無事故 ･無違反を目指すコンテストです。
目標を達成されたチームの中から抽選を行い、 賞品
(特産品詰め合わせ) をプレゼントします。
参加申込書は、役場 総務課にあります。

切 ヲ 平成24年7月 13日 (金)

締
め
切
り

7
月
2
日
(月
)

･
運
動
の
で
き
る
支
度
と
靴
、
帽
子
等
、
甘
く
な

い
飲
み
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

･
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
雨
具
を
お
持
ち
下

さ
い
。

申
し
込
み

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

窓
6
3
!
1

3
1
1

広報藝沁やま ◆


